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はじめに 

 与論町は「島だちの教育」を理念として掲げ，「島発ち」「島建ち」「島立ち」の３点を抱合する

ものとして大切にしています。その理念は，島を出発するまでに島を知り，基礎的な知識・技能

を身に付けること，島を建設・創造するための課題発見力や問題解決力を育み，どこの地でも自

立できるための学びに向かう力・人間性を身に付けることを目指すものです。加えて，令和の日

本型学校教育においては，「個別最適な学び・協働的な学び」のキーワードに示されるように，

ICTを活用した個々人の学びの促進と多様な人々と協働の充実が求められます。そのような，時代

に即したこれからの学びのためにも，この海洋教育が与論町における探究的な学びの核となるこ

とを願っています。 

～令和３年度海洋教育副読本より抜粋：「はじめに」与論町教育委員会教育長 町岡 光弘～ 

 

与論町の海洋教育について 

・ 目標 

 海と人との共生に係る見方・考え方を働かせ，与論島の海とくらしの課題について探究するこ

とを通して，「島だちの力」を身に付ける。 

 

 ・ 内容  

 町内の全ての小・中・高等学校と地域住民が連携・協働しながら「与論島の海とくらしの課題

についての探究活動」を展開することにより，与論島の子供たちに，自分の夢や目標に向かって

力強く歩んでいくための「自己開示の力・自己表現の技術・レジリエンス・豊かな職業観や勤労

観・探究的に学ぶ姿勢」等(＝「島だちの力」)を身に付けさせる。 

 小・中学校においては、令和４年度から教育課程特例校として総合的な学習の時間等の時数の

一部を削減し，減じた時数を海洋教育科「ゆんぬ学」に割り当てる。小・中学校の児童生徒は、

総合的な学習の時間で身に付けた「自ら課題を見付け，自ら学び，自ら考え，主体的に判断し，

よりよく問題を解決する資質や能力」や「学び方やものの考え方」を、海とともにある与論島の

実社会で生かすことにより，それらの資質や能力等を海と人との共生や島だちに必要な力として

強化していく。そして，それらの学びを高校で行われている総合的な探究の時間「ゆんぬ」につ

なぐことにより，すべての学校段階で海洋教育を具体的に推進していく。 
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与論町海洋教育グランドデザイン 

誠の教育

 

誠の教育

地域と連携した

協働的な探究学習

【与論町の海洋教育の目標】

海と人との共生に係る見方・考え方を働かせ，与論島

の海とくらしの課題について探究することを通して，

「島だちの力」を身に付ける。

与論島の
活性化・持続可能化「島だち」後の社会を生きていく力の育成

学びに向かう力・人間性等

知識・技能

【島立ち】
与論島の人々との関わりの中で自己肯
定感・自己有用感を高めるとともに，ねば

り強くしなやかに探究する心を育む。

【島発ち】
与論島の強みや問題点につい
て理解し，それらをつなぐことで与

論島の概念を形成している。

【島建ち】
与論島の強みや問題点から自分な
りの問いを見いだし，仮説を立て，自

分にできることを実践する。

思考力・判断力・表現力等

島だち

の力

高
校
生

中
学
生

小
学
生

海と人との共生に係る見方・考え方

＜小学校卒業時までに＞ 与論に生きる人々との関わりの中で与論島の強みや問題点について理解し，学んだこと

や行動したことを自分なりの言葉で発信することができる。

＜中学校卒業時までに＞探究のプロセスを活用しながら与論島の強みや問題点に迫り，与論に生きる人々との 関

わりの中で，自らの生き方や進路について考えることができる。

＜高校卒業時までに＞ 与論島に関する広範な知識をもとに探究を深め，社会的評価を受けることにより，自己肯

定感・自己有用感を高めるとともに，ねばり強くしなやかに探究する心を身に付ける。

＜高校卒業後〜＞ これまでに身に付けた「島だちの力」を生かし，それぞれの社会を生き抜くことができる。

与論町の海洋教育において目指す学びの姿

海と人に
親しむ

与論の海や与論

に生きる人々の魅

力を，豊かな感受性

をもって捉える。

海と人を
つなげる

海に囲まれた与論

の自然や文化と，そこ

に生きる人々とのくら

海と人を
守る

与論の海の環境保

全や，離島である与

論のくらしの持続に

ついて考える。

海と人を
生かす

与論の海や与論に

生きる人々を，よりよい

未来を創造するため

の資源としてとらえる。

海洋教育科

「ゆんぬ学」

での学び

総合的な探究の

時間「ゆんぬ」

での学び
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与論町海洋教育実施スケジュール 

令和 5年度海洋教育年間実施スケジュール 

 

 

 

令和 6年度海洋教育年間計画（案） 

 

  

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

内

　

容

令和5年度　与論町海洋教育実施スケジュール

海
洋
教
育
推
進
協
議
会
総
会

第

4

回

ヨ

ロ

ン

海

洋

教

育

フ

ェ

ア

海
洋
教
育
部
会

②

ゆ
ん
ぬ
学
研
修

①

ゆ
ん
ぬ
学
研
修

②

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
会

②

③

海
洋
教
育
部
会

③

海
洋
教
育
推
進
協
議
会

役
員
会

②

海
洋
教
育
部
会

⓵

海
洋
教
育
魅
力
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

学
校
挨
拶

⓵

国
頭
・
本
部

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

全

国

学

び

の

発

表

交

流

会

2

0

2

3

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
会

⓵

海
洋
教
育
推
進
協
議
会

役
員
会

①

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

内

　

容

令和6年度　与論町海洋教育年間計画（案）

海
洋
教
育
推
進
協
議
会
総
会

海
洋
教
育
推
進
協
議
会

役
員
会

第

5

回

ヨ

ロ

ン

海

洋

教

育

フ

ェ

ア

海
洋
教
育
部
会

②

ゆ
ん
ぬ
学
研
修

⓵

海
洋
教
育
部
会

⓵

ゆ
ん
ぬ
学
研
修

②

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
会

⓵

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー
会

②

海
洋
教
育
部
会

③

海

洋

教

育

フ

ェ

ア

F

B

会

海
洋
教
育
推
進
協
議
会

役
員
会

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

学
校
挨
拶

⓵

②

海
洋
教
育
魅
力
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

地
域
サ
ポ
ー
タ
ー

等

研
修

シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
体
験
会

全

国

学

び

の

発

表

交

流

会

2

0

2

4
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各校での海洋教育の位置付け 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与 論 小 学 校 

茶 花 小 学 校 

那 間 小 学 校 

与 論 中 学 校 

与論高等学校 
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2023年度 各校での学習指導案 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

与 論 小 学 校 

茶 花 小 学 校 

那 間 小 学 校 

与 論 中 学 校 

与論高等学校 
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与論町立与論小学校 学習指導案 
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茶花小学校_学習指導案 

与論町海洋教育 授業実践記録 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

授

業

の実際 

学習 

過程 

時間 

(分) 
学習活動 授業スナップ 

導入   15 

○ 担任の先生の挨拶 

○ 今日の流れの説明と講師の紹介 

 

○ サンゴってなあに？サンゴクイズ 

 ・クイズを通して、楽しみながらサンゴについて知

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日：令和５月３１日 

実施校：与論町立茶花小学校 

対 象：５年生児童 

指導者：池田 香菜さん 

場 所：茶花小学校 

 

サンゴ礁に何が 

おきているのだろう？ 

学習のねらい 

サンゴとはどのような生き物なのかを理解し、昔のサンゴ礁風景と今を比べることで環

境が変化してきたことを学ぶ。現在、サンゴ礁にどのような環境問題が起きているのか

知り、サンゴ保全に対する取り組みを学ぶことで、自分たちに出来ることを考えるきっ

かけを作る。 

本授業における「海と人との共生」のための視点 

 ☑ 海に親しむ  ☑ 海を知る  ☑ 海を守る  □ 海を利用する 

サンゴがあると何がいいのかな？ 

キレイ！観光客の人が見に来てくれる 
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展開 70 

○ 昔と今の与論のサンゴ礁を比べる 

   Powerpoint で写真を投影 

 

 

 

 

 

 

 ・グループごとに昔と今の違いを話し、 

  その内容を発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 ・実際にサンゴ礁に何が起きているのか解説 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

魚のすみかになる 

サンゴ植物の仲間かな？ 

動物の仲間かな？ 

植物の仲間！ 

どっちとも！ 

ここどこだ！？ 

供利港！ 

サンゴ礁が少なくなっているような気がする。 

昔に比べたら、 

サンゴが住む場所が無くなったのかな。 

サンゴが住む場所が変わったが変わったよね。 

人が知らなくて踏んで、折ってしまったってこと

もあるよね。 

地球の気候が変わって、水の温度が変わったのも

もちろん影響しているよね。 

関連して水の深さが変わったのも考えられるよ

ね。 
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― 休憩（10 分） ― 

 

○ 「サンゴ生き残りゲーム」 

  ・ゲームを使ってサンゴの増減を体感する 

 

  

○ 現在のサンゴ礁保全の取り組み紹介 

 ・例）海ゴミ、生活で自然にやさしいものを使う、

陸での取り組み：グリーンベルト、植栽 

 

まとめ 5 
○ 感想書く 

○ 終わりのあいさつをする 

 

 

 

 

 

 

  

「日本の海が温かくなって、千葉県でサンゴが見れるってことにびっくりしました。」 

「ゲームをしたのが楽しかったです。サンゴの気持ちになれました。」 

子供たちの感想から 

本授業で高まったと考えられる資質・能力 

□ 情報収集・判断  □ 対話  □ 問題解決  □ 持続的利用 

☑ 感動  ☑ 関係  ☑ 主体  □ 継続 
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与論町海洋教育 授業実践記録 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

授業の実際 

学習 

過程 

時間 

(分) 
学習活動 授業スナップ 

導入   25 

○ 担任の先生の挨拶 

○ 今日の流れの説明と講師の紹介 

 

○ 水のお話 

 

 

 

 

  地球の大きさがバスケットボールだとしたら… 

 海水、陸水の％や飲める水の％を伝える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日：令和５年７月４日 

実施校：与論町立茶花小学校 

対 象：５年生児童 

指導者：池田 香菜 

場 所：茶花小学校、茶花海

岸 

 

私たちの暮らしと水環境 

学習のねらい 

与論島の水環境、水の循環について学び、自分たちの暮らしと水の関

わりについて考える。 

本授業における「海と人との共生」のための視点 

 ☑ 海に親しむ  ☑ 海を知る  ☑ 海を守る  □ 海を利用する 

地球の水の何％が飲み水になるかな？ 

少な〜い 

びっくり！すくなっ！！ 



32 

 

 

展開 70 

 

○ 与論の水のお話 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  ・与論の地層 

  石灰岩と基盤岩でできている 

  与論に川はないから、 

  地下水を飲んでることを伝える。 

 

 

 

○ 徒歩で茶花海岸へ 

  ・用水路、茶花海岸２箇所で採水 

○ 徒歩で学校へ 

 

 

 

 

 

 

まとめ 5 

○ ワークシートに感想書く 

 

 

 

 

 

 

 

○ 終わりのあいさつをする。 

 

 

 

 

与論に川はある？ 

川はないと思います。 

川みたいなのはあると思う。 

与論の人が使っている水は 

どこから来てるのかな？ 

与論の水はどんな水か調べてみよう！ 

次回、パッチテストをしてみましょう。 

与論の水はどんな水か調べてみましょう。 
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「いつも使っている水はとっても貴重なものだと知りました。」 

「水を取りに行ったことがとっても楽しかったです。」 

子供たちの感想から 

本授業で高まったと考えられる資質・能力 

□ 情報収集・判断  □ 対話  □ 問題解決  □ 持続的利用 

☑ 感動  ☑ 関係  ☑ 主体  □ 継続 
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那間小学校_学習指導案 

 

「令和５年 与論町立那間小学校 かごしま景観学習」 授業計画案 

１ 単元  那間（ユンヌ）の「魅力」発信 

 

２ 指導観 

 ○ ねらい 本単元では，「自分のまちの景観」を教材として取り上げる。活動を通して，自分の地域 

     の景観を守る活動をしている人々の思いを考え，その景観に対する理解を深め，地域の一 

員として景観を残していこうという意欲を育てる。 

○ 構 想 ・那間小校区（与論島）のお気に入りの景観を探す。 

      ・その場所に行ったり，調べたりする。 

      ・景観を守る活動をしている人々の思いに気付き，自分たちも継承していく必要があることに

気付く。 

      ・最後に，景観をよりよくするために自分ができることを考え，実践する。 

３ 目標 

 ○ 景観学習を通して，景観に関わる自分のまちの歴史や人の思いを知ることで，自分のまちへの思いや愛

着を深めることができる。 

 ○ よい景観を守るために（よりよくするために），地域の一員として自分にできることを考え，実現に向け

た計画を立案し，実践することができる。 

 

４ 単元計画 

段階 時間 学  習  活  動 教師の支援（○）県の支援（◆） 

景 

観 

と 

出 

会 

う 

 

 

２ 

１ 「景観」の意味や景観学習の目的を知り，課題

を設定する。 

 ・景観について話を聞く。 

 ・那間校区の歴史について学ぶ。 

 ・那間の景観を通して，その魅力を伝えるために

何ができるかを考え，学習計画を立てる。 

◆講師派遣（６月） 

○地域の歴史や人々の努力があ

り，景観が守られていることを

押さえる。 

○自分たちにできることは何か

という視点で課題設定するよう

助言する。 

景 

観 

に 

つ 

い 

て 

調 

べ 

る 

 

 

 

 

６ 

２ 校区を散策し，景観を探しに出かける。 

  

・あらかじめ立てた計画に沿って，実際に校区を

散策しながら，景観を探す。 

 ・那間の魅力発信につながる，他の校区にはない

那間校区独自の景観はどのようなものか考える。 

 ・ただの風景撮影にならないように，人々の生活

の様子が垣間見える写真を撮影する。 

◆講師派遣（11月） 

◆デジカメの貸出 

◆効果的な構図や写真撮影の方

法について助言をいただく。 

 

○なぜ，その景観が那間の魅力

発信につながるかを考えさせ

る。 

 

整 

理 

・ 

分 

 

 

４ 

３ 那間の「魅力」発信につながる景観について調

べる。 

 ・魅力発信につながる理由を出し合い，写真を精

選する。 

○単元導入を想起させ，自分た

ちから進んで，校区に関わろう

とする意欲を高められるように

する。 
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析  ・景観を守るために，自分たちにできることはな

いか話し合う。 

ま 

と 

め 

・ 

表 

現 

 

 

３ 

４ 調べたことをもとに，那間の魅力を発信する。 

 ・地域の方を招待して，写真展を開催する。 

 ・PRのために，ポスターやちらしを自作する。 

 ・これらの景観を守るためにできることを行動宣

言としてまとめ，実践する。 

◆講師派遣（２月） 

◆自分たちの学習成果を効果的

に表現する方法について助言を

いただく。 
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与論町海洋教育 授業実践記録 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の実際 

学習 

過程 

時間 

(分) 
学習活動 授業スナップ 

導入   30 

○ はじめのあいさつをし，本時の学習のねらいに

ついて，担任の先生の説明を聞く。 

○ 鈴木さんの自己紹介を聞く。 

○ 「シーグラスとは何か？」という問いに対して、

自分の体験からシーグラス、海について考えをめ

ぐらせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日：令和 5 年 10 月 6 日

(金) 

    9:25～11:40 

実施校：与論町立那間小学校 

対 象：４年生児童１０名 

指導者：鈴木 美紀さん 

場 所：ゆんぬ体験館 

海のふしぎを知ろう 

学習のねらい 

与論島は海に囲まれた島で，海は子供たちにとって身近な自然そのものです。「シーグラ

スって何？」というテーマを設定し，海に親しみを持ち、興味を持つきっかけとします。 

本授業における「海と人との共生」のための視点 

 ☑ 海に親しむ  ☑ 海を知る  □ 海を守る  □ 海を利用する 

シーグラスを拾った時どうだった？ 

ぬれているいる時は透明だった。 

色々な色、形があったよ。 
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○ 「シーグラスとは何か」 

 ・どこから来て、どのようにしてできるのか 

 ・ビーチマネーについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開 105 

○ シーグラスに触れてみる。 

○ シーグラスを使った活動をはじめたきっかけ

を聞く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ シーグラスが最近少なくなってきている理由

について考え、鈴木さんの考えを聞く。 

 

 

 

 

 

 

―休憩（10 分）― 

 

○ 海で見つけたシーグラスでオリジナルグッズ

を作る。「オリジナルのフォトフレーム製作」 

 

 

シーグラスは、 

もともとガラス製品だったよね。 

割れたガラスは川、海で岩、ゴツゴツ、波に

飲まれて”角”が取れてこの形になりました。 

シーグラスにはレアキャラがいるよ！ 

みんなが海で集めたシーグラスにはレアキャラ

いるかな？ 

へえー、すごい！ 

これはレアキャラかな？ 

理由として考えられるのは 

「ポイ捨てが少なくなってきた」 

「ビンがペットボトルに変わってきた」など考

えられるよ。 
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まとめ 10 

○ 感想と製作したフォトフレームの発表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 終わりのあいさつをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

皆さんの作ったフォトフレーム。どんな風にな

ったか他の人に紹介しましょう。 

色を工夫して、作りました。 

シーグラスを使って、魚、カメを作りまし

た。 

 「シーグラスがどこからきたのか考えたことがなかったので、教えてもらえてよかったで

す。」 

「レアない色のシーグラスをみることができて嬉しかったです。フォトフレームも可愛く作る

ことができて楽しかったです。」 

 

子供たちの感想 

本授業で高まったと考えられる資質・能力 

□ 情報収集・判断  □ 対話  □ 問題解決  □ 持続的利用 

☑ 感動  ☑ 関係  □ 主体  □ 継続 
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与論中学校_学習指導案 

海 洋 教 育 科 学 習 指 導 案 

 

                                  1 年生２クラス： 計 55 名  

                         

指導者         

教諭      小水流 

講師    小倉・磯村 

地域協力者            22 名 

１ 題材名 トークフォークダンス 

      「与論町の魅力・良さ」、「与論町の課題・問題」とは 

 

※トークフォークダンスとは：フォークダンスのように、どんどん相手を変えて対話をする方法。外・内と２重

の円を作って座り、向かい合わせになった相手と対話をしたら、外側に座った人だけ左にずれていく。どんどん

新しい人と会話していくので、たくさんの人とコミュニケーションとることができる方法。 

 

２ 本時の実際 

 (1)  目標  

・「与論町の魅力・良さ」、「与論町の課題・問題」について地域の方と対話することを通し、自分の考えを伝

え、他者の意見を聞き自身の考えを広げ深める。 

・対話を通し、地域の現状への理解を深め，探究の「問い」へと繋げる興味・関心のある分野を見つける。 

 

 (2)  展開 

 

学 習 活 動 時 

間 

指 導 上 の 留 意 点 

 

 

導 

 

入 

1 講師・参加者の紹介 

 

2 学習課題の確認 

学習課題 

 

 

5 分 

 

 

5分 

〇 授業に協力してもらう、地域協力者

の自己紹介 

 

〇 地域の方が参加し対話する意義を理

解させる。 

   

「与論町の魅力・良さ」 

「与論町の課題・問題」とは？ 



40 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

3 トークフォークダンスの補足説明 

 

 

 

 

4 トークフォークダンス実施 

トークテーマ①「与論町の魅力・良さ」 

（2分×8回） 

   

        休憩 

 

5 トークフォークダンス実施 

トークテーマ②「与論町の課題・問題」 

（2分×8回） 

 

 

 

   

5 分 

 

 

 

 

16 分 

 

 

 

 

8 分 

 

16 分 

 

〇 内円と外円でクラスを分ける。生徒

の間には、地域の方を配置する。普段会

話をしない相手との対話ができる環境設

定をする。 

 

〇 ワークシートは事前に生徒に配布

し、テーマに対し自分の考えが記入でき

るようにする。 

 

〇 対話を通して感じたことや発見をワ

ークシートに記入できるようにする。 

 

 

終 

 

末 

6 まとめ  

 

15 分 

 

〇 生徒、地域協力者数名から対話を通

して感じたこと、発見を発表してもら

う。 

 「与論町の魅力・良さ」、「与論町の課

題・問題」とは？ 

 他者に伝えることで、自分の考えが

明確になった。立場の違う人や普段話

す機会の少ない人との対話を通し、新

たな発見や再認識をした。 

 

 

 

 

 

(3)  評価 

・「与論町の魅力・良さ」、「与論町の課題・問題」について地域の方との対話を通し、自分の考えを伝え、他

者の意見を聞き自身の考えを広げ深めることができたか。 

・対話を通し、地域の現状への理解を深め，探究の「問い」へと繋げる興味・関心のある分野を見つけるこ

とができたか。 
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海 洋 教 育 科 学 習 指 導 案 

 

                                  1 年生２クラス： 計 55 名  

                         

指導者         

教諭      小水流 

講師    小倉・磯村 

地域協力者            27 名 

１ 題材名 「地域の方の名刺を作ろう」：インタビュー 

      「興味・関心のある人について知る」 

 

２ 本時の実際 

 (1)  目標  

  インタビュー：興味・関心のある人について知る 

   ・必要な情報を聞き出したり、収集したりする。 

   ・多くの情報から取捨選択できるようにする。 

   ・関連情報にも目を向けて視野を広げる。 

   ・コミュニケーション能力や社会性を養う。 

 

 (2)  展開 

 

学 習 活 動 時 

間 

指 導 上 の 留 意 点 

 

 

導 

 

入 

1 講師・参加者の紹介 

 

2 インタビューの方法について説明 

学習課題 

5 分 

 

 

5 分 

 

〇 授業に協力してもらう、地域協力者

の紹介 

 

〇 地域の方が参加し対話する意義を理

解させる。 

 

 

 

 インタビューを通して、興味関心ある

分野を深掘りしよう。 
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展 

 

 

 

 

開 

 

3 インタビュー開始 

   

30 分 

 

〇 1 グループ：生徒と地域サポーター

含め 5 名程度で実施する。 

 

〇 事前に生徒に「興味関心のある分

野」に関するアンケートを実施。回答を

参考にインタビュー対象者を設定する。 

 

〇 インタビュー用ワークシートを事前

に配布 

 

〇 対話を通して感じたことや発見をワ

ークシートに記入できるようにする。 

 

終 

 

末 

6 まとめ  

 

5 分 

 

〇 生徒、地域協力者数名からインタビ

ューを通して感じたこと、発見を発表し

てもらう。 

 興味関心のある分野の方へのインタビ

ューを通して、分野についての情報は

もちろん「人となり」「雰囲気」「大切

にしていること」などに触れる機会と

した。また、「面白い、カッコいい、

他の人に教えてあげたいと思った点」

「その人のイメージや印象」など生徒

一人一人が感じたことを記録し表現に

繋げる。 

 

 

 

 

 

(3)  評価 

・インタビューを通し、興味関心のある分野について必要な情報を聞き出したり、収集することができた

か。 

・関連情報にも目を向けて視野を広げることができたか。 

・インタビューを通して、初めて会う方とのコミュニケーションを楽しむことができたか。 
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海 洋 教 育 科 学 習 指 導 案 

 

                                  1 年生２クラス： 計 55 名  

                         

指導者         

教諭      小水流 

講師    原田・田畑 

小倉・磯村 

１ 題材名 「地域の方の名刺を作ろう」 

 

 

２ 本時の実際 

 (1)  目標  

・インタビューを通して「面白い、カッコいい、他の人に教えてあげたい」と思うことを探り、自分なり

に得た情報を整理、分析し表現する。 

・名刺作成を通して、自分の将来を考えるのに役立つような、理想とする大人、生き方のモデルを見つけ

る。 

 

 (2)  展開 

 

学 習 活 動 時 

間 

指 導 上 の 留 意 点 

 

 

導 

 

入 

1 講師の紹介、授業内容・目的について 

 

2 名刺の作り方について 

 

学習課題 

10 分 

 

10 分 

 

〇 授業に協力してもらう講師の紹介 

 

〇 授業の流れと、レイアウト・デザイ

ン例の紹介 

・各クラス教室に別れて実施：講師各 2

名配置 

・講師は PC＆モニター、生徒はタブレ

ットを使って制作作業を実施。 

 

 インタビューを通して、知り得た情報

を整理、分析し表現する。 
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展 

 

 

 

 

開 

 

3 名刺の制作 

 

   

前半

30 分 

 

 

 

 

休憩 

10 分 

 

 

 

 

後半 

45 分 

 

〇 講師がモニターで作業を実演後、生

徒は各自タブレットを使用して制作を行

う。 

①テンプレートを決める 

・縦・横選ぶ 

・イメージに近いテンプレートを選択 

②情報をまとめ、入力する 

・名前→会社名・団体名→住所・電話番

号→SNS、HP など順番に入力 

③レイアウト・デザインを編集 

・写真を追加 

・背景を選択、変更 

・イラストを追加 

④保存する 

・保存名を確認を名刺のデータを共有で

きるように保存 

※講師、担当教諭はサポートが必要な生

徒のフォローに入る。 

 

終 

 

末 

6 まとめ、振り返り  

 

5 分 

 

〇 名刺のデザインを複数名の生徒に共

有してもらいながら、「インタビュー」

「名刺作り」を通して感じたことを発表

してもらう。 

 

 

 

 

 

※後日出来上がった名刺は各生徒から地

域の方にお渡しし、実際に使っていただ

く。  

 インタビューを通して、各生徒がそれ

ぞれ得た情報を整理、分析し表現する

機会となった。表現を通して、自分の

将来を考えるきっかけとした。 

 

 

 

(3)  評価 

・インタビューを通して「面白い、カッコいい、他の人に教えてあげたい」と思うことを探り、自分なり

に得た情報を整理、分析し表現することができたか。 

・名刺作成を通して、自分の将来を考えるのに役立つような、理想とする大人、生き方のモデルを見つけ

ることができたか。 
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与論高等学校＿学習指導案 

海 洋 教 育 科 学 習 指 導 案 

 

令和 5 年 5 月 12 日                                   

1 年生 50 名、2 年生 43 名 

教 諭： 猶木 

講 師： 田畑 

地域サポーター4 名 

 

 

１ 題材名 与論島で課題解決実践中の大人・高校生によるトーク&クエッション 

 

２ 本時の実際 

 (1)  目標  

・課題解決実践に挑む、大人・高校生の活動内容・喜び・苦労・工夫を共有することで、生徒たちの中に

「自分なりの課題テーマを見つけたい」という前向きな気持ちを作る。 

 

 

 (2)  展開 

 学 習 活 動 時 間 指 導 上 の 留 意 点 

 

 

 

導 

 

 

 

入 

1 授業の流れにについて 

 

2 与論島で課題解決実践中の大人と 

   高校生によるトーク&クエッション 

 （パネルディスカッション） 

 

 

 

１）課題設定について 

 

5 分 

 

 

 

 

 

 

 

10 分 

 

 

 

〇 授業の流れに関して、担当教諭が説

明 

〇 パネラー：7 名 

村上由季、栗本実、野口貴子、菊凛太郎（社

会人）川畑光麗、有村一花、永野海璃（高

校生） 

 

・自己紹介をかねて 

「名前・仕事・あなたがチャレンジしてい

ること」、チャレンジ・活動しようと思っ

た「きっかけ」 

 

 

 

展 

 

 

 

２）課題解決のプロセスでの向き合った困

難 

 

 

 

３）残している課題 

 

10 分 

 

 

 

 

10 分 

・こんなはずじゃなかった！？想像して

いたことと違っていていた、私を助けて

くれた救世主のエピソード 

 

 

・今後、取り組みたいと思っていること、

目をつけていること。協力してくれる人
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開 を探していること。 

 

 

終 

 

 

 

末 

４）活動・チャレンジをしていて 

 

 

3 振り返り 

   オーディエンスの生徒からの質問 

10 分 ・課題解決をしていて、自分が大切だと思

ったこと、伝えたいこと。 

 

 

パネルディスカッション中も適宜質問を

受け付ける 

 

(3)  評価 

・課題解決実践に挑む、大人・高校生の活動内容・喜び・苦労・工夫を共有することで、生徒たちの中に

「自分なりの課題テーマを見つけたい」という前向きな気持ちを作ることができたか。 
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海 洋 教 育 科 学 習 指 導 案 

 

令和 5 年 5 月 12 日                                   

1 年 50 名、2 年 43 名、3 年 26 名 

教 諭： 猶木、堀切、中村 

 真方、田山、一瀬 

講 師： 与論町海洋教育事務局 3 名 

 地域サポーター20 名 

場 所：与論高校体育館 

 

 

１ 題材名 ワールドカフェセッション「私が望む与論の未来は?」 

 

２ 本時の実際 

 (1)  目標  

・課題研究を通して行う探究活動を始めるにあたり、様々な領域で活動している地域住民及び大学スタッ

フとの討論から、生徒の知見を広げる。 

 

 (2)  展開 

 学 習 活 動 時 間 指 導 上 の 留 意 点 

 

 

 

導 

 

 

 

入 

1 授業の流れにについて 

 

 

10 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇 授業の流れに関して、担当教諭が説

明 

・全 20 テーブル 

・ホスト役で各テーブルに生徒 1 名・計

20 名、地域サポーターが各テーブル 1 名・

計 20 名 

・着席した状態でスタートする 

・会場：エンタくんスタイルへ 

・進行：事務局 田畑 

 

 

 

展 

 

 

 

開 

２ ワールドカフェ実施 

 

・ワールドカフェ１ 

 

 ―移動― 

 

・ワールドカフェ２ 

 

 ―移動― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60 分 

・各テーブルでは生徒ファシリテーター

が司会進行 

・講師と本校教諭はサポート 

 

テーマ： 

「私が望む与論の未来は?」 

 

 

※ワールドカフェは3回転する予定だが、

当日の各グループの話し合いの様子を見
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・ワールドカフェ３ 

 

 ―移動― 

て 2 回転にするなど、進行は臨機応変に

対応する。 

 

 

終 

 

末 

3 振り返り 

   生徒、地域サポーターからの振り返り 

10 分 ・代表数名に振り返りを発表してもらう 

 

(3)  評価 

・課題研究をとおして行う探究活動を始めるにあたり、様々な領域で活動している地域住民及び大学スタ

ッフとの討論から、生徒の知見を広げることができたか。 

 

  



49 

 

 

 

 

児童・生徒発表資料 
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56 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



57 
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59 

 

 

 

 



60 

 

 

 

 



61 
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64 

 

 

 

 

 

発表会・研修の報告 
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1. 第４回ヨロン海洋教育フェア  

実施日：令和５年１月３０日（火） 

会 場：砂美地来館 

参加者：与論小学校 ４年生 ２３名       与論中学校    ２年生   ５３名 

    茶花小学校 ６年生 ２５名       与論高等学校 １・２年生  ９０名 

    那間小学校 ５年生 １３名             （児童生徒 計２０４名） 

    その他，来賓，引率教員，海洋教育地域サポーター，保護者及び一般町民 

 

目的：  

 ⑴ 町内の小・中・高等学校が海洋教育の学習成果を共有することで，児童生徒の個々の学び 

  を深める機会とする。 

 ⑵ 与論の海，海に守られた伝統・文化，海と共に生きる人々の姿について児童生徒と地域の 

  大人が学び合うことで，海洋教育の地域展開を推進する。 

 

内容：14：00 ～ 14：05 ( 5)  開会式 

             ・ 開会のあいさつ（教育長） 

             ・ フェアの流れの説明 

 14：07 ～ 14：17 (10)  与論小学校の発表（４年生） 

 14：17 ～ 14：22（ 5）   共有タイム 

 14：22 ～ 14：32 (10)  那間小学校の発表（６年生） 

 14：32 ～ 14：37 ( 5)   共有タイム 

 14：37 ～ 14：47 (10)  茶花小学校の発表（５年生） 

14：47 ～ 14：52（ 5）   共有タイム 

 14：52 ～ 15：01 ( 9)  与論高校の発表（サイエンスキャンプの報告） 

15：01 ～ 15：09 ( 8)    休憩 

 15：09 ～ 15：19 (10)  与論中学校の発表（２年生） 

  15：19 ～ 15：24 ( 5)  共有タイム 

15：24 ～ 15：40 (16)  与論高等学校の発表（１・２年生代表者） 

15：40 ～ 15：45 ( 5)  閉会式 

・講評（鹿児島大学 南九州・南西諸島域イノベーションセンター 

センター長 藤枝 繁） 

 ・閉会のあいさつ（海洋教育推進協議会会長） 
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2. 与論町教育研究会「海洋教育部会」 

実施状況：３回（詳細は「内容」参照） 

参 加 者：与論中学校 徳 重 正 宏 校長（海洋教育部会顧問） 

与論小学校 中 嶋  渥  教諭（海洋教育部会部長） 

茶花小学校 宮 下 ゆかり 教諭（海洋教育部会部員） 

那間小学校 宮 下 洋 平 教諭（海洋教育部会部員） 

与論中学校 長 薗  誠  教諭（海洋教育部会部員） 

与 論 高 校 猶 木 香 奈 教諭（海洋教育部会副部長） 

与論町教委 兒 玉 拓 世 指導主事 

目  的： 

 町内全ての学校の海洋教育担当者による協議をとおして，与論町が推進する海洋教育の展開の在り

方について検討する。 

内  容： 

〔第１回 令和５年５月１２日（金）〕GoogleMeetを用いたオンライン会議 

・ 海洋教育科『ゆんぬ学』について 

〔第２回 令和５年９月１２日（火）〕GoogleMeetを用いたオンライン会議 

・ 「地域と連携した協動的な探究学習」を目指して 

・ 「第４回海洋教育フェア」について 
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〔第３回 令和５年１１月３０日（木）〕GoogleMeetを用いたオンライン会議 

・ 「第４回海洋教育フェア」について 

・  地域と連携した協働的な探究学習について 

・  次年度の教育課程編成について 

 

  

3. 与論町教職員等夏季研修会  

ゆんぬ学研修 ①『与論のゆたかな海からゆんぬ学への活動へ繋げよう』 

       ②『与論郷土研究会 麓才良さんから学ぶ与論の歴史と文化』 

目的：体験を通して、与論町の歴史・文化や与論の海のゆたかさや課題を体感し、各学校で行われ

ている『ゆんぬ学』の活動充実に生かす。 

参加者：与論町内小・中学校、高等学校職員 計 39名 

内容 

① NPO法人 海の再生ネットワークよろん 池田香菜さんによる 

 「サンゴ礁のゆたかな海」についての講話 

 海洋体験：ビッグ SUP・シュノーケリング 

② 与論郷土研究会 会長 麓才良さんによる与論の歴史文化についての講話 

フィールドツアー（与論城跡・与論小発祥の地・按司根津栄神社 等） 

      

 

 国頭・本部交流会 

目 的： 

⚫ 与論町海洋教育に関わる学校職員、協議会が合同で与論町海洋教育や学校教育への理解を深める。 

⚫ 新しい授業、これまでの授業内容の発展など児童・生徒の探究学習を深めることにつながる授業を

企画する。また、他地域の協力者と繋がる。 

⚫ 今後、児童・生徒が探究成果の発表などで島外と交流できる機会を企画する。 



68 

 

 

会次第 

国頭村 教育委員会 「世界自然遺産教育」 

 国頭村教育委員会 親川 将志 指導主事 

 

1. 国頭村 教育委員会 自己紹介                ・・・5 分 

2. 国頭村「世界自然遺産教育」とは  

経緯や、プロジェクト計画など                ・・・15 分 

3. 活動内容学について 

学校の先生方や児童・生徒の様子、授業や課外活動について   ・・・10 分 

4. 地域との関わり方                      ・・・10 分 

5. 他地域との交流、今後について                   ・・・10 分 

6. 質問、交流タイム                      ・・・10 分 

 

本部町 地域おこし協力隊 「教育魅力化プロジェクト」 

本部町参加予定者 本部町地域おこし協力隊 計 12名 

公営塾 計 6名（中学校 4名・小学校 2名） 

小中学校の「総合的な学習の時間」のコーディネーター 計 4名（小学校 3名・中学校 1名） 

本部高校の魅力化コーディネーター 1名／推進部 2名 

教育委員会：小路さん・平片さん 

 

会次第 

本部町 地域おこし協力隊 「教育魅力化プロジェクト」 

1. 本部町 地域おこし協力隊の自己紹介             ・・・10 分 

2. 本部町での教育魅力化プロジェクトとは            ・・・10 分 
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3. 学校コーディネーターの活動内容               ・・・15 分 

    地域、行政、コーディネーター、学校の関わり方、繋がり方など 

4. 高校魅力化担当の役割                    ・・・15 分 

小学校、中学校との連携など 

5. 推進部（事務局機能、全体統括）の役割            ・・・15 分 

6. 公営塾の現状、今後の展望                  ・・・15 分 

   公営塾と学校、地域、行政との関わり方など 

質問、交流タイム                      ・・・10 分 

 

 

 

4. 与論町海洋教育魅力化シンポジウム 

講師：リクルート Ed-tech総研所長  山下 真司 氏・与論高等学校 校長 甲斐 修氏 

実施日：令和５年 6月２１日（水） 

参加者：地域サポーター・茶花小学校 校長・与論高校職員・海洋教育推進協議会事務局 

内 容：与論町海洋教育のグランドデザインである、地域と連携した協働的な探究学習により児童、

生徒に『島だち』後の社会を生きていく力を育むことを目指す上で、茶花小学校教師である

前園麻美先生のこれまで実践された内容に基づき、『海洋教育をどのように作ってきた

か』、『地域とどのように連携してきたか』、『これまでの実践で感じたこと』の３点に重

きをおき、講話を頂いた。 

 

プログラム  

⑴  開会の挨拶 

 

⑵  与論町の海洋教育の紹介 

 

⑶  講 演 「これから生きる子どもたちに，何が求められるのか？」 

講 師 リクルート Ed-tech総研所長  山下 真司 氏 

 

⑷ 取組発表「与論高校の挑戦−受験学力を超える“島を育てる学力”を育成する−」 

         発表者 鹿児島県立与論高等学校校長  甲斐  修 氏 

  

⑷  パネルディスカッション 

「与論町において今後必要な『教育×地域』の在り方」 

パネリスト：山下 真司 所長 （株式会社リクルート） 
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甲斐  修 校長 （県立与論高等学校） 

町岡 光弘 教育長（与論町教育員会） 

池田  剛 会長 （与論町海洋教育推進協議会） 

 

 

     

 

その他教育委員会としての取り組み 

令和 5年度 短期研修講座「実践から学び総合的な学習・探究の時間」 

実施日：令和５年１１月２２日（水） 

会 場：与論町役場 多目的ホール   

参加者：県総合教育センター 竹下 洋一 研究主事 

与論小学校 中嶋 渥美 教諭 

      上原 淑子 教諭 

  茶花小学校 齋藤 泰史 教諭 

那間小学校 髙橋 彩香 教諭 

与論町教育委員会 地域おこし協力隊 小倉有希子 

株式会社まなび島 田畑 香織 

         磯村 愛子 

 

  内容 10：00～11：20 講義「総合的な学習（探究）の時間について①」 

     11：30～12：30 講義「総合的な学習（探究）の時間について②」 

     13：30～14：30 研究協議「総合的な学習（探究）の時間の具体①」 

     14：40～15：40 研究協議「総合的な学習（探究）の時間の具体②」 

     15：50～16：30 研究協議「事項の課題と改善策」  
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活用資料② 
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